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第　 1　問

△OABにおいて，OA = OB = 4，AB = 2とする。∠OABの二等分線と線分 OBの
交点を Cとし，点 Oから直線 ACに垂線 ODを引く。−→

OA =
−→
a，−→

OB =
−→
b とおく。以

下の問いに答えよ。

(1)
−→
ACを −→

a と −→
b を用いて表せ。

(2)
−→
ODを −→

a と −→
b を用いて表せ。

(3) △BCDの面積を求めよ。
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第　 2　問

以下の問いに答えよ。

(1) x > 1，y > 1のとき，不等式

logx y + logy x ≧ 2

が成り立つことを示せ。

(2) 座標平面において，連立不等式

x > 1, y > x, logx y + logy x < 5
2

の表す領域を図示せよ。

(3) (2) の領域の中で x2 + y2 < 12 を満たす部分に境界線を含めた図形を D とする。
D の面積を求めよ。
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第　 3　問

f(x) = x(x+ 1)(x− 1)とする。座標平面において，曲線 y = f(x)を C とし，曲線 C

上の点 (t, f(t))における接線を Lとする。以下の問いに答えよ。

(1) 直線 Lの方程式を tを用いて表せ。

(2) t \= 0のとき，直線Lと曲線Cの共有点で，点 (t, f(t))とは異なるものを (a, f(a))

とする。aを tを用いて表せ。また，tが 0を除いた実数を動くとき，f ′(t)f ′(a)の
最小値を求めよ。

(3) 次の条件 (A)を満たすような実数 tの範囲を求めよ。

(A) 曲線 C 上の点 (s, f(s))における接線が直線 Lと直交するような実数 sが存
在する。
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